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区民と区長のタウンミーティング内容 会場（沼袋区民活動センター）令和3年6月27日

区民の意見・質問 区長の回答等

　地域生活支援センターせせらぎを利用している。
希望しているスタッフとの面談ができない。区とし
て、地域生活支援センターの運営について、経費面
から充実を図ってほしい。

　せせらぎで実施する一般的な相談は、スタッフを
固定しない方針としている。また、令和３年度は支
援員数を増やすため委託料を増額している。

　ひがしなかの幼稚園を認定こども園に転換するこ
とを検討するとのことだが、転換以外に誘致などに
より、認定こども園を増やすことを検討している
か。

　区立幼稚園については、当分の間、現在の幼稚園
運営を継続するが、様々なライフスタイルに対応で
きる認定こども園についての検討を続けていく。ま
た、この他に、区が認定こども園を新設する予定は
ない。

　「重点プロジェクト3 活力ある持続可能なまちの
実現」について、具体的なイメージが見えないの
で、戦略をもって、取り組んでほしい。特に中野駅
周辺について、近年、チェーン店が増えてくるな
ど、魅力を感じない。各店舗の魅力を高めるなど、
中野らしさを目指したまちづくりを進めてほしい。

　中野五丁目は、個性のある店が多く、そうした地
域と中野四丁目など再開発された地域が、対照的に
存在するのが中野の魅力であり、強みになると考え
られる。
　中野駅周辺のまちづくりを進める中で、あらゆる
世代の方々にとって、利用しやすく魅力的な商業施
設を誘導していきたい。

　新井薬師前駅の駅前の商店街について、個性的な
店が多いので、駅前の再開発によりなくならないよ
うにしてほしい。

　新井薬師前駅の駅前では、駅前広場や駅前拠点地
区の整備を行うことにしているが、哲学堂通りの商
店街については、現時点では再開発等の予定はな
い。

　「対話・参加・協働に基づく区政運営」とある
が、区政やまちづくりへの区民の参画について、
個々の事業を進める中で具体的に進めてほしい。区
民が区政等に関わることで地域に愛着が生まれると
思う。

　区政やまちづくりに参画したいと考えている区民
は多く、様々な分野に渡る事業ごとに、その力を具
体的に生かしていく方策を検討していきたいと考え
ている。

　政策とSDGsの関係性が示されているが、区とし
て、17のゴールを目指し、何をどこまで取り組むの
か。

　SDGsの推進にあたっては、SDGsの17のゴールの視
点を踏まえて、各政策に取り組んでいく必要がある
と考えている。

　区の組織も、基本計画に合うように改める必要が
あると思う。

　基本計画を推進していくための組織について、今
後検討していく。

　区民が参加しやすい寄付などの仕組みを作り、区
政課題の解決のための取組に、区民の力を生かして
ほしい。

　中野区の考え・取組に賛同していただける方に寄
付をしてもらう、ガバメントクラウドファンディン
グを始めている。今後も、広くこうした制度を活用
していきたい。

区長あいさつ

　本日は、基本計画・区有施設整備計画の改定素案について意見交換をしたい。基本計画・区有施設整備計
画については、4月に素案に関する意見交換会を実施した。意見交換会などでの意見を踏まえ、素案を修正
し、改定素案を作成したので、今一度、皆さんからご意見をうかがいたい。
　令和3年3月に、基本構想を改定した。基本構想は、中野区に住むすべての人々や、中野のまちで働き、学
び、活動する人々にとって、平和で、より豊かな暮らしを実現するための共通目標である。また、区が区民
の信託に基づき、区政運営を進める上で、最も基本的な指針となるものである。基本計画は、その基本構想
の実現を図るための計画である。区有施設整備計画は、区が所有する施設に係る再編、整備、利活用等の計
画及び施設の更新・保全の方針を示したものであり、基本計画における施策展開にあたり、区有施設整備を
財産経営の観点からとりまとめた総合的な行政計画である。
　これまでも多くの意見をいただいているが、本日も様々なご意見をうかがいたい。

2



区民の意見・質問 区長の回答等

　「施策26 若者が地域や社会で活躍できる環境づく
り」の主な取組に「中高生の活動の機会や場の確
保」とあるが、どういったことを想定しているの
か。

　中高生の活動の機会について、ハイティーン会議
を見直し、中高生が幅広く参加できるものにしてい
きたい。
　また、中高生の健全な居場所となり、主体性を
持った活動を通じて、中高生世代の地域参加・社会
参加へつなげることを目的とした施設の設置につい
て、他区の状況や中高生のニーズを踏まえながら、
検討していきたい。

　保育園について、株式会社や他県の法人等、保育
園の運営主体が多様化している中で、区内の保育園
等の保育の質を担保してほしい。
　また、民間の保育施設の保育士の定着率向上のた
め、待遇改善が必要だと思う。

　区立保育園と私立保育園の連携強化などにより、
保育の質の向上を図っていきたい。
　保育士の待遇改善については、運営費のうち人件
費が半分を下回っている園もあり、区として、引き
続き改善を申し入れていきたい。

　学童クラブについて、待機児童が発生している地
域もあるので、改善してほしい。

　学童クラブの待機児童が発生している地域につい
ては、閉館する児童館を学童クラブ施設として転用
するなど、対策を講じていきたい。

　園庭のない保育施設は、雨の日に、児童館を利用
している。そうしたことからも、児童館は9館にせ
ず、充実を図ってほしい。

　児童館については、小学校内にキッズ・プラザを
整備した後に、順次、中学校区１館に集約してい
く。
　今後、キッズ・プラザ、学童クラブ、児童館、中
高生向け施設等の整備・再編や子育てひろば事業の
充実などを進めて、地域の中で安心して、子育て・
子育ちができるための環境を充実させていく。
　学童クラブの需要の高い地域では、児童館を転用
し、学童クラブと子育てひろばを実施する施設とす
る。引き続き、地域ごとに丁寧にご説明していきた
い。
　キッズ・プラザでは、学校の体育館や校庭等を活
用するとともに、ライブラリーなどの活用も進めて
る。
　児童館の転用や閉館にあたっては、利用状況を踏
まえながら、その後の活用を検討していく。

　児童館が現在の約半分の9館となると、通う小学生
の移動距離が倍になるので、安全面が心配である。
また、小学生から中高生までの居場所として、過密
になるのではないか。

　児童館については、学校内にキッズ・プラザを整備した
後に、その地域の児童館を順次集約し、閉館又は転用す
る。学童クラブのニーズが高い地域では、学童クラブ施
設に転用する。子どもの居場所を減らすということではな
い。

　区が子育て支援に積極的に関っていくためには、
現在の職員数約2,000人では足りないと思う。

　児童相談所の設置などにより、区の職員は一定増
えるが、財政面から、大きく増やしていくことはで
きないと考えている。

　中野区は、区民1人あたりの区有施設の面積を増や
したいのか。

  将来的に人口は減少する見込みであり、区有施設
の面積を増やさない方向で進めていく。現在、総合
体育館の整備などにより、一時的に増加している
が、人口が減少した際に急に施設を減らすことはで
きないため、増やさないようにしたい。なお、今後
施設を新設する場合は複合化などをしていく。

　西武新宿線連続立体交差事業が予定よりも何年も
遅れているのはなぜか。

  西武新宿線連続立体交差事業の事業主体は、東京
都である。事業期間が当初予定より6年間延長するこ
とになったが、これは事業に必要な用地取得の遅れ
によるものである。区としては、連続立体交差事業
の動きを注視しながら、駅周辺のまちづくりを進め
ていく。

　今後、区の財政が厳しくなる中、議員定数を減ら
すことを議会に提案してほしい。

　議会が決めることなので、区から申し上げること
はない。
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区民の意見・質問 区長の回答等

　区立幼稚園で行われている教育は素晴らしく、中
野の宝だと思うので、今後も残していってほしい。

　区立幼稚園については、当分の間、現在の幼稚園
運営を継続するが、様々なライフスタイルに対応で
きる認定こども園についての検討を続けていく。

　子どもの虐待の件数が減らない状況の中で、区
は、支援が必要な子どもを含めた、すべての子ども
の居場所である児童館をなぜ減らすのか。児童館
は、子どもが徒歩で行ける場所にあるからこそ居場
所となり得るのだと思う。子どもの居場所として、
高齢者会館や区民活動センターを活用するなど、区
有施設全体のあり方を考えてほしい。

　小学生の居場所として、キッズ･プラザを整備して
いく。
　中高生の居場所については、必ずしも児童館だけ
ではない。例えば、友達と話したい、自習したい、
といったニーズがあると思うが、区民活動センター
のロビーや図書館などが活用できると考えている。
中高生の居場所となり、主体性を持った活動ができ
る場は少ないので、中高生専用施設の設置を検討し
ていきたい。
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